
一般社団法人 横浜市都筑区医師会 

平成 30 年 卯月号 

こ ん に ち は 

都筑区医師会訪問看護ステーション  TEL  ０４５－９１３－５１８１ 

都筑区医師会ヘルパーステーション  TEL   ０４５－９１３－３５７７ 

都筑区医師会 24時間在宅ケアステーション TEL   ０４５－９１３－３５７７

都筑区医師会居宅支援センター   TEL  ０４５－９１０－６３２7

都筑区医師会福祉用具センター      TEL  ０４５－９１１－６１００ 

都筑区医師会ナーシングホーム      TEL  ０４５－９１３－６３２１ 

看護・介護・福祉用具・24時間在宅ケア

FAX  ０４５－９１１－６７００ 

居宅 

FAX  ０４５－９１０－６５０６

☆☆パソコンから在宅事業部門の活動内容を見ることが出来ます。ぜひご覧下さい☆☆ 

http ://www.tsuzuk i-med.org/wp/center/za i taku_features/

『ヨコハマつづき健康生活ナビ』 の 『在宅事業部門』 からお入り下さい。 

2018 年度 介護報酬＆診療報酬の同時改定について 

介護保険制度と医療保険制度・・・皆様にとって大切な社会保険制度です。 

 それぞれの給付に必要な財源は、皆様からの保険料や公費から準備するのですが、その必要

な財源を算出する基礎になるのが「サービスの単価」による介護報酬と診療報酬です。 

これらは「時の経済情勢、ケア技術の向上、治療方法の進化や新薬の登場などを反映させる

ため」に、介護報酬は３年ごと、診療報酬は２年ごとに見直しが行われています。 

2018 年度は、6年ぶりに介護報酬と診療報酬の同時改定が行われ、今後の医療・介護の施

策において大きな節目の年度になりました。 

2018 年の介護報酬改定の主なポイント

１）地域包括システムの推進（住み慣れた地域で生活していく為に地域力を強化） 

２）居宅系サービスを中心にした医療・介護の連携の推進 

３）介護保険制度の持続の確保 

  ３）が懸念されるのはなぜ？ 

2025 年までに団塊の世代の方々が後期高齢者（75 歳以上）になり、介護費・医療費 
などの社会保障費が急増することが予想されています。介護保険の必要経費は、制度

が始まった 2000 年は 3兆 6千億円でしたが、現在は 10 兆円、 

2025 年度には約 20 兆円になると試算されているからです。 

４月からほぼすべての介護サービス事業で単価が改正され、 

利用料金の変更（主に値上げ）がありました。新しい加算も 

創設されていますので、利用されている各サービス事業者からの説明でご確認ください。 

※今年８月から介護保険自己負担３割になるのは 3％の方と予想されます。詳細は文月号で。 

制度が改定されました




